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一
、
豪
族
の
誕
生
と
古
墳

四

世
紀

に
な
る
と

、
地

方
色

の
濃

い
弥

生

式

土
器

に
替
り
、
無

文

で
、
全
国

的

に

斉

　
性

の
強

い
土
師
器

が
作

ら

れ
る
よ
う

に
な

る
。

こ
れ
と
と
も

に

、
各
地

に
高
塚

式

の
大

き

な
墓
が
築

か
れ

る
。

こ
れ
は
、

鉄

器

の
普
及

や
農
業
技

術

の
向
上

な
ど
を

背

景

と
し

て
、
各

地

に
誕
生

し

た
豪
族

の

墓

で

あ
り

、
古
墳
と
呼

ば

れ
て

い
る
。

古
墳

時
代

は
、
前
期

(
四
世

紀

)
、
中
期

(
五
世
紀

)、
後

期

(
六

～
七

世
紀

)
に
分

け

ら

れ
る
。
古
墳

に

は
、
円

墳

・方
墳

・
前

方

後
円

墳
な

ど
が
あ

り
、

と
き

に
は
墳

丘

エ

こ
わ

に
壇
,輪

が

め
ぐ
ら
さ
れ

る
。
内

部

に
は
、

木

棺

・
石
棺

・
石
室
な

ど

が
作

ら

れ
、
遺

体

と
と
も
に
銅
鏡

・
剣

・
直
刀

・
勾
玉

・
管

玉

・
馬

目
パ
な

ど
の
副
葬

品

が
納

め

ら
れ
て

お

り
、

当
時

の
文

化
を

.小
す
貴

重
な
資

料

と

な

っ
て

い
る
。

矢
吹

町
内

の
占

墳
は

、
阿
武

隈
川
流

域

と
泉

川

沿
岸

に
集
中

し
、
な
か
で
も
谷
中

・

鬼

穴
占

墳
群

は
、
埴

輪

の
存
在

と
巨
大

な

石
室

な
ど

か
ら
阿
武
隈

川
沿

岸
を

支
配
す

る
強
力

な
権
力

者

の
存

在
を

推
測

さ
せ
る
。

凱
谷

中

古

墳

群

阿

武
隈
川

の
氾
濫

原

、
三
城
目
字

谷
中

の
畑

地

に
、
三

個

の
石
室

が
点
在

し
て

い

る
。

矢
吹
町
教
育

委

員
会

で
は
、
昭

和

四

十
四

年
七
月
谷
中

古

墳
群

の
1
号
墳

の
発

掘
を

実
施
し

た
。

石

室

は
、
羨
道

・
玄
室

の
全

長
九

・三

メ
ー
ト

ル
の
横

穴
式
石
室

で

あ
り

、
天
井
石

は
三

×
三

メ
ー
ト

ル
も

の

大

き

な
石
が
使
用

さ

れ

て

い
た
。

石
室

を

灘鑑塞畿灘墜罐藩舞

魏鯉螺驚
覧

,ん

'

畿
・霧諒 諏:貼 』
襯慈 艶 魏離 藝

姦.鷺 、

判蹴 　 "

ゐ ・。継

蠣
,零

「

'

蔽

,

、

中
心

に
半

径

二
〇

メ
ー
ト
ル
の
範

囲

か
ら
、

円
筒

埴
輪

・
形

象
埴
輪

の
破

片

が
発

見
さ

て
つ
ぞ
く

れ
、

石
室

内
か
ら

は
鉄
鍛

の
細

片

二
点

と

耳
飾

一
点

が
発

見
さ
れ

た
。

調
査

に

よ
る

出
土

品
は

少
な

か
っ
た
が
、

石
室

の
規

模
、

使
用

さ
れ

た
巨
大

な
石
な
ど

か
ら

、
三

城

目
周
辺

を
支

配

し
た
強
大
な
権

力

者

の
墓

で
あ

っ
た

と
推

測
さ
れ
る
。

,
曳
唖薄
㎡

饗

響

翫

.、

範

燃

愚露

摺

築
＼

訳 漁 琳 留げ ㌦響

。
ぎ
麟
ボ

啄贋ア毫 隅 四
〆 鰍一

一 、罵.繍 一・

罐1懲
=
膨

評懸
誕
欝 澗㌦'講 瓢 卵㍗ ボ

}・ゆ

ヂ最

甑

.

簿

撃

マ

τ

・

黙

肇

甥

舷㌦

拘犠

 

へ

蜜

～ 溺
悼岬

。 ∫暢

罐 勢

気鱈

`

が
函

一

馬
秘

耳 飾

(銅 に金 メ ッキ)
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ヨ

リさ

、、∴

概
簿

漏

期

気

ノ

'
.壁

編

憂

'㌧謬織 露

鬼穴1号 古墳

分
布
図
の
番
号
は

次
頁

の
古
墳
地
名

表
の
番
号
と

一
致

す
る
。

"

塾

ヒらロ ぴ ぴ ゆ

'噂 弱賊 津

甥塚

、

鬼

穴

古

墳

群

谷

中
古
墳
群

の
西
方

数

百
メ
ー
ト

ル

の

丘
陵

上

に
、
四

基

ほ
ど

の
古
墳
が

み
ら
れ

る
。

1
号
墳

は
、
墳

丘

の
裾
と
墳
頂

が
削

り
取
ら

れ
て
い
る

が
、
現

況

で
直
経

二
七

メ
ー
ト

ル
、
高

さ
四

・
一
メ
ー
ト
ル
と
測
定

さ
れ

る
。
す

で
に

明
治
時

代

に
は
横

穴
式

石
室

が
開
口
し
て

い

た
が
、
谷
中

古
墳
群

1
号
墳
調
査

と
同
時

に
清
掃
調
査

し
た
。

石
室

は
、
主

軸

が

ほ
ぼ
南
北

を
な
し

、

最

大
幅

二
・
三
六

メ
ー
ト
ル
、
長
さ
八

・
八
四

臓
勘

メ
ー
ト

ル
、
高

さ

丁
九
五

メ
ー
ト

ル

の
大

規
模

な
も

の

で
あ

っ
た
。

墳
丘
裾

か
ら

は
、

円
筒

埴
輪

・
形

象
埴
輪

の
破
片

が
発

見
さ

さ
や
じ
り

れ
、
石
室

内

か
ら
は
鉄
鍬

十
数
点

、
鞘

尻

な
つ
め
だ
ま

一
点
、

切
羽

一
点
、
裏

玉

一
点

な
ど

が
発

見
さ
れ

た
。
時

期
を

明
確
に
す

る
遺
物

が

少
な
く

、
時
期

は
不

明
で
あ

る
が

、

谷
中

1
号
墳

同
様

、
強
大

な
権
力
者

の
墓

で
あ

っ
た
と
推

測

さ
れ

る
。

囁ギ

昏驚

古 墳 分 布 図

 

る主 な
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轡嘆

,∀

報

・
、

＼.
＼

ジ

〆
∵
罵ダ

、認

膿
》
購
7

等

。z膨 墾1鷺譲

ゼ ∴讃 ∫ 『舜＼

趣 鳳 買 一嘉 煽

漣 藤 〃 な濫

冠鍮 死 識 響 隔 蝕轍 。一.

鬼 冗 百 墳 群 第r号 墳

攣 馨
凄講

主 要 古墳地 名 表

古

墳

地

名

①

沼
和
久
横
穴
古
墳
群

②

甲
三
ツ
段
古
墳
群

(円
墳
)

③

鬼
穴
古
墳
群

(円
墳
)

④

弘
法
山
古
墳
群

(円
墳
)

⑤

塚
ノ
越
古
墳
群

(円
墳
Y

⑥

久
当
山
横
穴
古
墳
群

⑦

塚
原
古
墳

(前
方
後
円
墳
)

⑧

谷
中
古
墳
群

(円
墳
)

⑨

寺
山
古
墳

(円
墳
)

⑩

舘
ノ
越
横
穴
古
墳
群

⑪

清
水
塚
古
墳
群

(円
墳
)

⑫

下
荒
具
古
墳
群

(円
墳
)

⑬

大
隈
遺
跡

所

在

地

明
新
字
沼
和
久

明
新
字
甲
三
ツ
段

神
田
字
神
田
東

三
城
目
字
弘
法
山

三
城
目
字
塚
ノ
越

三
城
目
字
久
当
山

中
野
目
字
塚
原

三
城
目
字
谷
中

中
畑
字
寺
山

中
畑
字
舘
の
越

松
倉
字
清
水
塚

中
畑
字
下
荒
具

中
畑
字
大
隈

出

土

遺

物

埴

輪
・
鉄
鍛

・
刀
子

石
棺

石
棺
埴
輪

・
金
環

直
刀

・
人
骨

曲
玉

備

考

.∴
基

あ
り

四
基
あ
り

石
棺

・
古
墳
多
数
あ

っ
た
ら
し
い

一
基
破
壊

二
基
あ
り
。

一
基
は
破
壊

古
墳
と
考
え
ら
れ
る
。
破
壊

一一『一一一一
ilhl・

壽

.撃
「
薯

.

ミ
≡

-
ミ

難"O欝

＼ ノ
畏 覇

。囎

雛
灘
購
 
O

妻
霞
母

鱗難

・難

懸 『敷
、

 

懸

O

O
o

懸
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。
・
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。

ン文1
しダ ーぜ1

～ ノ

9、 、・

し

1〈 沁 ・

こ ン

)＼)

 

響
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鞘

尻

・
そ

の
他

鬼
穴

一
号
墳

Q

亀奪

盒
■
■
塁
ワ
畠
-
●

モ

書御窄
鋤鎌鱒

隔

辮 霧:露

形

象

埴

輪
麟 纏㌦

・i趣 ㍉ 秘

麹跨

扁
搬
町
『

…
華'譲
墾

鬼
穴

号
墳

円

麟
麟
鎌

熱
黒
講

轟
購
監 野懲 肇
磁ン爾

聡..曝
旨

』 筒

埴

し ノ ド

齢 輪
罐鞭 蒐

7
、穴

賢 号
∴ 墳

23



燃

ロ リ面＼
寒 諺

灘藏

 

郵
芝

臓

ム

㍉
鮮

昌

ξ

"

し

避

葱
、
唄継

メ

認

職

.

'爵

り

『
認

鐘

鞍

重

、
、
礁二錘

響

黛鞍
、 藩 盛
=身轡野

爾・鷹

懇麟轍

,叫講

瓠
鰹

漕

題

撫

遭

.罎

ぜ

慰
羅.馬トy
「

滞
い

篤

∵

瀞

ナ

∴

眠

P

ゴ

騨

㎝

屠

塚原 畜墳 全 景

塚

原

古

墳

中
野
目
字

塚
原
地

内

に
あ

り
、
前

方
後

円

墳
と
推
定

さ
れ

る
も

の

で
、
第

二
次
大

戦

後

の
県
道
拡

張

の
際

、
後
円
部

の

一
部

が
削

り
取
ら

れ
た
。

昭
和

十
三
年

こ
ろ
、

後

円
部

の
頂
上

か

ら
組
合

式
石
棺

が
二
基

発

見
さ
れ
た
。

そ

の

一
基

は
、
幅

】
メ
ー

ト

ル
弱
、
長

さ
ニ

メ
ー

ト

ル
、
深

さ
三
〇

セ
ン
チ
。

他

の

一
基

は

、
幅

五
〇

セ
ン
チ
、

長

さ

一
メ
ー
ト

ル
、

深

さ
二
〇

セ
ン
チ

ほ

ど

で
あ

っ
た
と

伝
え

ら

れ
て

い
る
。
ま
た
、

こ
こ
か
ら
約
五

〇
〇

メ
ー
ト

ル
の
地
内

に

は

、
神
田

の
白
髭

神

社

・
琴

平
神
社

な
ど

が

、
阿
武
隈
川

氾
濫

原

の
水

田
地
帯

に
浮

島

の
よ
う
に
点
在

し

て

お
り
、
古
墳

跡
と

も
考

え
ら
れ
る
。

塚

ノ

越

古

墳

群

『
人
類
学
雑

誌

』
に

「
塚

の
腰
と

い
う

地
、

古
墳
累

々
た
り
」

と

あ
り
、

明
治
時
代

に

は
、

三
〇

基
以
上

の
古

墳

が
存

在
し

た
と

い
わ

れ
て

い
る
。

昭
和

三
十

五
年
、
当

地

区

の
遺

跡

分
布

調

査
を

し
た
円

谷
亀

重

の
調

査
力
i

ド

に

よ

る

と

「
阿

武

隈

川

北
岸

に
近

き
畑
中

に
あ

り
、
幾

年
か
前

に

発
掘

し
た
事

あ

り
」

と
あ

る
。

現
在
そ

の

ほ
と

ん
ど
は
、
水

田

と
な

り
、
畑
地

と
し

て
残

っ
た
わ
ず

か
な

と

こ
ろ
に
、
そ

の
お

も
か
げ
を

と
ど

め
て

い
る

に
す
ぎ
な

い
。

直

刀

(塚

ノ
越
古
墳
出
土
)

　響齢

纏
野

霧
『

漏
糊
懸
繰

噸
漂

,

}

、

、

渥
.:
、攣

∵
礁
蒙

藍

ピ

轡

評

霞
.
・
瀦凝

襯

」
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叉囁

'

汐

,

f

・
響

P
…

ぎ

『

塚 ノ 越 古 墳
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甲
三
ツ
段
古
墳
群

中

野
目
部

落
を
過

ぎ

て
間
も

な
く
、

県

道

石

川
線

の
南
側

に
見
え

る
占
墳

群

で
、

明
新
字

甲
三

ツ
段
地

内

に
、
約

一
〇

メ
ー

ト

ル
間
隔

で
.一.角

形

に
配

置

さ
れ
て

い
る
。

い
ず

れ
も
直

径

一
〇

メ
ー

ト

ル
以
下

の
小

さ
な

規
模

で
あ
る
。

　　 そ ぼ
レコ じ

磯麟,

懸謹

し コ ヘ メ 　レ

＼気、嘆彗/㌧ ・

＼ 、 噺 〆.ρ
一一蓋1隠

糠
甲三ツ段古墳群1号 墳
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』鵡
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演
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弘
法
山

古

墳
群

神

田
か
ら

奉
行

塚

・
弘
法
山

に
か
け
て
、

道
路

わ
き

に
、
高

さ

一
～
ニ

メ
ー
ト

ル

の

小

円
墳
が
一二
〇
余

基
点

在
し

て

い
る
。

一

部

は
す
で

に
発

掘
あ

る

い
は
破

壊
さ

れ

て

い
る
。

円
筒

埴

輪

が
出

土
し

て

い
る

と

い

わ
れ
て

い
る
。

(弘、法 山地 内)弘 法 山古墳 群

清

水

塚

・
寺
山

古

墳

群

松

倉
部

落

の
北

側

、
背
後

の
山
林

中

に
、

三
基

の

古
墳

が

あ
る
。
直

径

は

】
○

～
二
〇

メ
ー

ト

ル
、
高

さ
は
約

ニ

メ
ー
ト

ル
の
も

の
で
、
北

東

か
ら
南

西
に

約

三
〇

メ
ー

ト
ル

の
間

隔

で
並

ん

で

い
る
。

ま

た
、

こ
こ
か

ら
約
五

〇
〇

メ
ー

ト
ル
北
東

に
、

寺
山
古

墳

が
あ
る
。

二
基

と
も

山
上

に
あ
る
。

一
基

は
か

な
り

以
前

に
盗

掘

さ
れ

た
も

の
で
、
玉
石

が
散

乱
し

、
掘

り
か
え

さ
れ

た
穴

が
無

残

で
あ
る
。

,菰継疹
 
、
月
!

軽

翻

 

,
野
τ

1,'㌶'/恩

二熱 、

轟、謎 ＼一

、

＼踊

鰻"
簾 。 ・

 

、

鳳

鱒勢

監

。

零

㌔

駕

』

(奉行塚地内)弘法 山古墳群

繍

叩

卜

内

縛

-叢
欝

総

磯
瑠

甑

晦
a
",、躍

臼
辱

灘

.
藤
錨

グ
駆

羨

尺竃
.

難
欝

嘩

繍

饗
響

み

讐
轟
馨
欝
審
,貼響

多
慶
繕
蓬

灘麟
髪
露

㌶

黙議ゴ 吊

:蒔.灘

購

麺,

騒

識
警

・

孝

途
箋

、籔

夢
 .箋
駕ll礪

騨 　
濾魂ぐ
、羅翻 膨 触熊,

亭 ず

.難

蒙

望 謹 囁

ギ難
ダ

盤職ゴ
噛 瓢 桑ザ 、
.:轡多琶聖 畢魂 コ擁

葱国鱒

鍵 ・騰

鰯

雛

 

姦

》
,

豹

り　
き
　

　

＼
.鷺熱

縄
饗

尋
筏
.懸

内話靴 遭

鰯

煮,

難
一、乳

内

・

な

3

、
欝

羅

駁

総

.
彩

響

.・肥鶏

憂

、、
ぴ寿

・
壕
寧
芒
曇

碗

響

樋

5
び

と
げ

ン
き
げ

な
お

っモ

ナ

。

メ

譲

書
繕

、
鳶

勢

・

融

餓

r

、

こ

ゴ

ハ

　ゑ

あ　

野
潔

蕊
聾

囎
、・曝
-

　

駈懸

㌦
隻
臥郵

＼

∵

無

.…

Σ

耐

・囁

触甲、

μ
「

・
臨響
騨漸

ぞ
誌野,

清 水 塚 古 墳(松 倉
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響慶噺

編
各 婿

 

製卜癒

麟諏砺タ

醸購 轟

驚沈甥

 

大

隈

遺

跡

零懸灘鯉
曳な ノ

詑

寮審藩 ゴ 畷 響

天 限 罧 全 景

 

'

大
隈

遺

跡

(
原
宿

地
内

)

や
坦

山

遺

跡

(
寺
内

地
内

)
な
ど

の
坦
、

つ
ま
り

塚

は
、

直
径

約
八
〇

メ
ー
ト

ル
以
上

も
あ

っ

て
、
自

然

の
山
を

そ

の
ま

ま
古
墳

に
し

た

観
が

あ

る
が
、
古
墳

で
あ

る
か

ど
う

か
は

欝薮

 

わ
か

ら
な

い
。
し

か
し
、
大

農
か

ら
は
、

ま
が

ヒ

ス
イ
と
思

わ
れ

る
曲

玉

や
、
土

製

の
曲

玉

な

ど
が

み

つ
か

っ
て
お

り
、
そ

れ
ら
し

く
思

わ

れ
る
。

曲 玉

(大隈出土

土製曲玉

大隈周辺採集)

下
荒
具
古
墳
群

下
荒

目
パ
B
遺

跡

(
土
師

集
落

跡

)
の
束
、

約

二
〇
〇

メ
ー

ト

ル
の
と

こ
ろ
、
水

田

を
は

さ
ん

だ
台
地
上

に

あ
る
.
一基

の

円

墳

か
ら
な

っ
て

い
る
。

泉

川
の
南

側

の
沿
岸

に
位

置

し

て

い
る
。

古
墳
時

代
最

終

末

期

の
も

の
と
考
え

ら

れ
る
。

泉
川
沿

岸
遺

跡
と

の
か

か
わ

り

の
深

い
占
墳

と
し

て
、

注
目

に
値
す

る
も

の

で
あ
る
。

蕩

嚇継 蜘
、ぎ

魁 鰹 療 、.
万

G

卵

葱

}

懲

ア

のぐ

げ

㎡

。

ゆ.譲
∴
藷

4
獣

詔

磯

.

鮎
メ

蜘∵

,
.

』

び

ヤ
ワ

毎

・毒

ご

.

而

ゆ几欄

謹 苛

誤皮
もボ
・ ㌦ 、 ひ
の 漣'

`匂
疇ゆ

㍉

下荒 具古 墳 群(中 畑)
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横

穴

古

墳

七

世
紀

こ
ろ
か
ら

、
山

腹

の
急

斜
面

に

横
穴

を
掘

っ
て
墓

と
す

る
こ
と
が
盛

ん

に
行

わ
れ
た
。
こ
れ
を
横

穴

古
墳

と
呼
ん

で
い
る
。
横

穴
古
墳

が
な

く
、
小
円
墳
群

を

残

し

て
い
る
地

方
も

あ

る
。

こ
れ
ら

の
古

墳
は
追
葬

が
行
わ

れ

、

一
部

は
八

世

紀

に
く

だ
る
こ
と
も

あ

る
。

こ
の
こ

ろ
に

な
る

と
、
古

墳

の
被
葬

者

の
身
分

的

な
幅

が
広

く
な

っ
た
と

考
え

ら
れ
る
。

矢

吹
町

に
近
接

す

る
泉

崎
横
穴

は
、

石

室
内

に
朱

で
人

物

・
渦
巻

文

・
三
角

文

な

ど
が
描

か
れ
、
東

北

地
方

で
最
初

に
発

見
さ

れ
た
装

飾
横

穴
古

墳
と
し

て

知

ら

れ
て

い
る
。

矢
吹

町

地
内

か
ら
は
、

装

飾
横

穴
古
墳

は
発
見

さ

れ
て

い
な

い

が
、

久
当
山
横
穴

古
墳

群

・
舘

ノ
越
横

穴
古

墳

群

・
沼
和
久

横

穴
古

墳
群
な

ど

ど

が
知

ら

れ
、
ま

た

『
人
類

学
雑
誌
』

に
は

「
…
明
新
村

の
逢

隈

川
に
臨

め
る

岸

腹

に
横
穴
多
く

見

ゆ
」

と

の
記
録
も

み
ら

れ
る
。

古
墳

の
築
造

は
、
仏

教

の
普

及
な

ど

に
よ

り
衰
退
し
、

九
世

紀
以

降
は
、

ほ

と

ん

ど
み
ら

れ
な

く
な

る
。

{
刀 舘 ノ越横 穴古墳群 出土

(昭 和29年10月 人骨3体 とともに発見 された)

 

直

,編礪
9
劉

継

饗

門

.
蕗
趣

鞍羅購1
久当山横穴古墳群

・騨 葱身鰹
曜

・;慮豊穿∴なタ《捧慧

沼和久横穴古墳群遠景
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二
、
奈
良

・
平
安
時
代

の
遺
跡

大
化
改
新

以
後
、
東
北

地
方

に
は
陸
奥

・

出

羽

の
二
国

が
設
置

さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ

に

郡
郷

が
置
か
れ
て
開

拓

が
進

め
ら
れ
た
。

当

時

の
道
路

は
阿
武

隈

川

の
西
岸

に
設

け

ら
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
福
島
県
内

に

は

東

山
道

の
八

ヵ
所

の
駅

と
東
海
道

か
ら
東

山

道

に
入
る

一
ヵ
所

の
計

九
ヵ
所

の
駅

が

あ

っ
た
と
伝
え

ら
れ

て

い
る
。
東
山
道

は

りま
や

中

路

で
、
駅

に
は
馬

一
〇

頭

の
駅
馬

を
常

備

し

た
と

い
わ
れ

て

い
る
。

県
内

で
は
、

白

河

に
入

っ
て
雄

野

・
松

田

・
磐
瀬

・
葦

屋

・
安
達

・
湯

日

・
岸
越

・
伊
達

の
八
駅

が
あ

っ
た
こ
と
は

『
延
喜

式
』

に
記

さ
れ

て

い
る
。

こ
れ
ら

の
駅

は
、
土
師
器

が
多

く
発
見

さ
れ
る
遺

跡

の
集

中
し

て

い
る
地

域

に

あ

っ
た
と

い
わ

れ

る
。

近
年

、
矢

吹
町

が
行

な

っ
た
遺
跡

の
発

掘

調
査

に
よ

っ
て

「
王

」

「人

上
」

「千

万
」

「
一
千
万

」
「利
万

」
「
回

」
な

ど
、
多

様
な

墨
書

土
器
が
泉
川
沿

岸

の
各
遺
跡

か
ら
発

見

さ
れ
た
。

こ
れ

ら

の
文
化

は
、
九
世
紀

を
中

心
と
す
る
も

の

で
、
中

畑
の
外
に

こ

れ

に
関
連

の
あ
る
遺

跡

と

し
て
、
大
和
久

の
狐

石
か
ら
も
墨
書

土
器

が
発
見
さ
れ

て

い
る
。

こ
の
こ
と

か

ら

『
和
名

抄
』

に
記

録

さ
れ
て

い
る
白

川
郡

の
郷
名

の
松
戸

郷

は

、
現
在

の
矢
吹

町
全

域

に
当

っ
て

い
る

こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

ま

た
『
義
経
記

』

に

陸
奥
鎮
守
府
将

軍

源
頼
義

は
安
倍
貞

任

を

「
ゆ
き

が
た
原

」

に
攻

め
、
貞
任
軍

は

打
負
け

て
、
安

積

の
沼
に
引
退

く
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と

融

胡
原
L
は
矢
吹
原
を

総
称
し

た
よ

う

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
古
代

矢
吹
地
方

の
中
心

は

中
畑
地
区

に

あ

っ
た
こ
と

が
考

え
ら

れ
、

こ
れ

に
関
連

の
あ

る
遺
跡

は
明
新

地
内

の

乙
江
沢

、
神

田
地
内

の
岡

の
内
遺

跡

、
谷

中
地
内

の
谷
中

古
墳

、
三
城
目

地
内

の
吉

作
遺
跡

、
え

ぞ
穴
横

穴
占
墳

・古

舘
遺

跡
、

中
畑
地
内

の
行

馬

・
下
荒
具
B

・
国
神

、

松
倉
地
内

の
寺

山
、

大
和
久
地
内

の
狐

石

遺

跡
、

田
内
地

内

の
芹
沢
遺
跡

・
北

の
内

遺

跡
、

柿
之
内

地
内

の
上

ノ
原
遺

跡

な
ど

で
あ

る
。

こ
れ
ら

か
ら
考
え

る
と
、
古

代

の
矢
吹

地
方

は
、
白

川
郡

の

一
方

の
中

心

地

で
あ

っ
た

よ
う

で
あ
る
。

発
掘

調
査

に
よ

っ
て
発
見

さ
れ
た

土
器

そ

の
他

の
資
料

に
よ
れ
ば
、
下

荒
具

B
、

森
郭

・
太
子

堂

・
寺

山
な

ど
は
、
白

川
軍

団

の
有

力
な
部

隊

の
駐
屯
地

で
あ

っ
た
よ

う

で
あ
る
。

こ
れ

ら

の
軍
事
力

を
保

つ
た

め

の
、
強
力

な
軍
事

工
場

と
考

え
ら

れ

る

遺
跡

と
し

て
、
寺

山
遺
跡

・
下
荒
具

B
遺

跡
な

ど
か

ら
発
見

さ
れ

て
お
り
、
矢

吹
地

方

は
陸
奥
鎮

守
府

の
工
業

地
帯
と

し
て

、

古
代

に
は
栄

え

て

い
た
こ
と
を
考
古

学

は

明

ら
か
に

し
て
、

今
日
我

々
の
目

の
前

に

数
多

く

の
資

料

を
提
供

し
て
く

れ
た
。

奈良・平安時代の遺跡分布図

分
布
図
の
番
号
は

次
頁
の
表
の
番
号
と

一
致
す
る

015

 

16
0

VO20

014

も
023

017

013

05
210

22、

04

07

06

 

%

・、

q

012
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遺
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番
号
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11121314151617181920212223

名

称

欝

励
猷薩
齢

鵬

蘇

郷
藻
韻

勲
に
漱

嗣
榊
産議
齪
ノ
蹴

餅
P
蹴

舩

嚇
繍
罐
肝

蹴

航

細

酷

聴
齢講

胴
ノ
舳

稽
騨

加

駈

趾
ノ
嚇

配
議
醒
敷
嚇

酷

腓
所

在

地

羅

久
保

魏

垂

繍
宿
翻
郭

掘

中
畑

綿

に
沢

蝿

国
神

驚
泌
繍

玖
上

鱗

畝
尻

大
駿

石

羅
農

柿
字之
芹内
沢

 

柿
縮

田

一・.
城

目

字

古

舘

帆
鰭
舘

翻

ノ
内

駄
甑

平

繍

畝
平

穫

納
原

器

江
沢

翻

敷
前

三
城
目
字
吉
作

遺

物

工
房
跡

墨
書
銘
土
器

墨
書
銘
土
器

土
師
、
住
居
跡

鉄
器
、刀
r
、紡
錘
卓

土
師
、住
居
跡

土
帥
須
恵
住
居
跡

瓦
窯
跡
、工
房
跡

L
帥
、
曲
玉
(土
製
)

住
居
跡
.
土
帥
器

土
帥
住
居
跡

〃

土
師
住
居
跡

墨
書
銘
土
器

土
帥
散
布
地

"叩17"〃17"1117〃71

地
目畑畑畑畑

畑

 

桑
畑

畑

 

山
林畑畑畑畑畑畑

畑畑畑畑畑畑畑畑畑

備

考

45

・
12

・15

発
掘

調

査

発46

聾
査20

発47

獅
査23

発48

無
査lo

発48

襲
査1

発45

擦
査7

発45

髪1
査7

発45

艶
査7

発45

翁1
査5

30



寺

山

遺

跡

松
倉
地

区

に
あ
り
、
泉

川

の
河

岸
段
丘

で
あ

る
。

南
東

斜
面

に
あ

っ
て
、

寺
山

か
ら

の
沢
に
面

し

て

い
る
。
発

掘
調

査

に
よ

っ
て
、
製

鉄
遺
構

お
よ

び
小
鍛
冶

工

房
と
、
そ
れ
に
伴

な
う
住

居
跡

が
発
見

さ
れ

た

こ

こ
で
特
記

さ
れ
る

こ
と

は
、
工
房

跡

の
ピ

ッ
ト
か
ら
発
見

さ

れ

た
墨
書
t

器
群

で
あ
る
。

「
F

万
」
「
利

万
」

「
入
」

L
刀

F
万

L

な
ど

が
確
認

さ

れ
た
。

野噸 騨日騨 騨穆
罐鑛轟 絵麺1

磯

撚鐸
寺 山遺 跡 全 景

3、砂 鉄 の 入 っ た ピ ッ ト2、[ 11、 オこ7「こ ド)星{圷寺山遺跡工房跡
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聰

難
寺 山遺跡 工房跡 ピッ ト内 よ り

寺山遺跡出土杯墨書 「人上」

鍛

き響欝

寺山遺跡工房跡出土杯
「利万」墨書

寺山遺跡出土杯 「千万」

熱

,

32一



ド 蔑 ・'='∫
角 一 一

、'・ ・ ＼

＼1婁 ∫

轟…磁:い ∫
釜響 難艦 ∴燵
二瀞灘鞭鰐鷺瞬 幾 毒

』気 疏暴鍵糊

蟻麟 嚇 衡
罰ニー'二
年 鱈 ∴ 監蕪

耀。鱗…1謹 魏 蟻 遡
螂;,諌 ぷ

「壬 申」 と読 め る墨書

太 子 堂 遺 跡

寺山の北,泉 川西岸の河 岸段 丘にあ って,太r堂 の 旧跡 といわれ る。 発掘 調 査は実施 さ

れ なか ったが,工 事が終 った畑か ら土師器 の杯 が発見 された。 これに墨書 銘が あ り「壬 申」

と記され てい る。

太子堂 遺跡 の遠景

』戴

一 講 灘藷甑　 騒麟蕪難藁懇嚢
一 一確 鰯 一.磁 温

...耐 学 掛 ゴ 遵 　擁 焦潔醗 魏鞭 磯 瞭

一33



燕

'腫L蓋

㌻{・

 

▼

魅

.
"
、

(
ム 、}琴

β ■

熟

を

職

　譲 鰯

観首 山 をi望む

騨 灘,1纈
甲姻根宿の行馬遺跡全京

 

羅

縄
.

際驚
鵠藪

藩灘、領

隔

げ

 

凱
繰

轡

や

ら

い

行

馬

遺

跡

根
宿

の
北

に
広

が

っ
た
遺

跡

で
あ
る
。

奈
良

時
代

前

期

で
、
「
か
ま
ど
」
に
芯

材
と

し
て
長
瓶

を
使

用

し

か
め
つき

た
住
居
跡

が
発

見
さ

れ

た
。

こ
こ
か

ら
は
長

甕

・
杯

・

ロもし
き
.甑

・
土

管
形
土
器

・
高

杯

・
壼

な
ど

の
遺

物

が
出
土

し

た
。
観
音
山

に
あ

る
館

の
腰
横
穴

に
葬

ら

れ

た
豪

族

な

ど
に
関
係

が
あ

る
と

考
え

ら
れ
る
。

熱
円 形遺跡周 濠の中 か ら高杯 が出.七 している

薗 轡 璽 磯 一響琴凹 鞭 ＼ 離.

.癌 眸¥

 

爵

行馬遺跡

懸
繊灘

彌
奪

行馬遺跡住居跡

嬢啓鶉『灘
へ

、蟹

蟻

麟

響
鍵
雛購「〆

・

.雛

聡
響
い
.嘉

∵

・

ザ

な

れ

嘆
毒

翫

.

{

轟

耀

職
V

蟹署
吊

-、鞠

織
.鋭
難

漏
謬
"

一34一



.競

、寧

鋭

。

貞
』

◎∴

曳翫

て
鷲瓶
.ダ'

梅

.

仰

融

櫨
饗

煽轡

鴛鰍,

識
蕪

㌘

灘隷
懲

1ヅ

5

謀

か ま どの中 に据 え られ た煮 沸用長甕

土器 一式(杯,皿)行 馬遺跡 か ら川 ヒ

犠

出土土器(壺.瓶,長 甕)

欝

簿

駕
ズ
㎞縁

騰鍵 髄響
灘 鰻 隔

蒙鰭

繋馨.
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鳩

●

森

郭

遺

跡

原
宿

か
ら
北

に
は
り
出

し
た
舌

状
台

地
で
、
五
〇

〇
平

方

メ

ー
ト
ル
の
広

さ
で
あ
る
。

こ
の
遺

跡

は
奈
良
時
代

か

ら
平
安

時

代

に
か
け

て
の

「
た
ち
」
と
考

え

ら
れ
る
。

中
心
部

に

一
〇

メ
ー

ト

ル
四
方

の
住

居
跡
を
中

心

と
し

て
、
四

メ
ー
ト

ル

の

小
形
住

居
跡

が
数
基

発
見

さ
れ
た
。

こ
こ
か
ら
は
直

刀

な
ど

が
出

土
し

て

い
る

と

こ
ろ
か
ら
、

軍
団
と

の
関
係

が
考

え
ら

れ
る
。

ノ

車錘紡

轟

瑠
魏
覇

・

、

講議 ＼

憲

:

-

囁

馬

;
ギ
ー
、、ギ

レ

ー

㌃袈

蜜
爵
み
4
φ

㍉
い

二
鴛

鵠

,ず

.
筋
蟻

艦

ー

警

覗ー

、
矯

」 ⊇

ほ へへ い バ ぴ

鰍 纒"む ぐ鮮5

邦附近 の地図

嚢

毒・
潔

繁

澱

 
臨

・

寡
`

・

麟

㌣臥翼婁

誘麺

籔

塩

 

義

・・慧

汐

犠

献_1へ

懸 一戴
麟 ん凹

繋。.・議 藝難 拶,

近 世森享

森 郭1号 住 居

 

礎

累

謙

筆

臥
.
ア蓑

事

撫

論
、'

鍛
購

螺

婁慶.ズ
鉄

畿
糠
難

灘

轍懸臓
麟
魑

無
ぐ

魏

36
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戦

森
郭

2
号
住

居

刀 子

2号 住居から出土一
げ 蟹

雛毬 噸論

竃.し

・癖 ..難
護

燃

窪
鰐 磁

森郭1号 住居出土の土器

左から杯,燈 火器,甕

薄饗
ρ

森

郭

3
号

住
居

一37



璽 騨 、 噛

轟

 

㌦鮒 嶺

 

筆難難叢滋

下

荒

具

B
遺

跡

泉

川

の
南
岸

に
広
が

る
占
代

の
遺

跡
で
、
白

川

軍

団

の
関
連

が
考

え
ら
れ

る
遺

跡

で
あ

る
。

こ
の
遺
跡

は
、
製

鉄
工
房

と
そ

の
後

の
住
居
跡

と

の
複
合

遺
跡

で
、
製

鉄
工
房

か
ら
は
鉄

製

品

が
多

く
、
軍
団

-王
パー2

さ
げ
ど

用

の

「
提
砥
」

が
発
見

さ
れ

て

い
る
。

住
居
跡

か
ら

は

「
王

」
「囲
」
の
墨
書
銘

の
土
師
器

が
出
土

し
た
。

縫

婿

".監

嚇

灘

・

黒湾

.
爾
艶

』
嵐
、㌧

、『
嶽

・

,

な

.

灘

鷹

嘱

1号 住 居北側 か ま ど

.∵づヅ夙轡覧墾 藷 隔 ゐ!'メ ・ ズ ㌧倒
嶽 一 巾 一 ・ 鹸 緩 雪論

覧

∂

鰯

'
ー

、詫

'

《

"

四

.

ρ

考
∵
軒
♪

か
・
曳

∴

、

λ

ノ

.

叢

撃

 「
、義

㌧

,
こ

〆

・・ 『饗

灘 一
蝉 蜜職購

,

臨,

配褒馨

.

4

解

難

ぎ

囁

・

雪騨
偶

ぞ

り
避

馨亭

轟

、

、璽

i鞍 。.
騨3ーア
認

獣 認鋭 剛

 

懸
鍵

毎"導

を
ド

ぽドニ

　
ワ

お

ド

こ

姻

階

」

罵
搾

磁
、晒

"㍉

婁
醗
謝
了,鱗

鍵

調

「
諭

饗
灘

鞍

灘
纒

鶴
鰯

灘

,

ボ

・
.

撚

・

霧

『

雌
,諺
灘

ま
　

ぎ

ま

学

ξ
・

羅

囁
脚箒
鰯

撫

噸儲
.

議

灘

膨
貸
旨
・。

バ

ヒ

リ

を

ぬ

講
罎

鶯

樋

麟
、
ψ

.鍵
駕

下
荒
具
B
2
号
住
居
跡

騨
一38一

 

壕

`灘

響
き〆

飛轟

聴"}

㍗∫

㌻

F螺

叢業

欄



光耀のある黒色 をした土器蓋(ブ タ)
1号 住居か ら出土

「
王
」
墨
書

銘

土
器

4
号
住

居

跡
か
ら
咄
吐

1
号
住

居
か
ら

「
国
」

の
墨
書

、

「
囲
」
の
箆
書

き

の
土
器

が
出

土
し

た
。

窯羅灘繍懸

鑑

麟襲
鍵 欝

れ・b乍

。

石

る

杯

し

れ

用

ら

製

使

え

を

考

木

ロ

と

ク

の

ロ

もた
溺壽臨

甑(こ しき)の底部

4号 住居か ら出土

須 恵器長 くび壺(高 さ8セ ンチ)

4号 住 居跡 か ら出土 した

左 が4号 住 居 右 が3号 住 居が切 り合 ってい る。

購灘麓
一39一



磁
ぼ

鐵 玄瞬

製

鉄

工

房
(
た

た
ら
)
跡

左

ピ

ッ
ト

か
ら
提
砥

が
出
土

し

た
。

「

下 げ 砥

麟

 

・

劇

ρ

.

.
罐

下 荒 具 工 房 跡 「た た ら跡 」
■嗣■『 卿灘 ・ピ 層

繭 ㌦ 。 ・島i;
ジ㌧ … 一 撫 巾二

篤 複諜
訟ノ 縛 湧 蝋げ誓 一漉 齋 麗 犠

ご
∴ ド ニ 伽 ・ 蕪 癩:・

1葱 蕪繍 凸
鍵

読鰺欝紅隷 蕊

漣

嬉

購
駿

嬉
灘

懸
轟 嘔

糠

 

響 ….灘

鋸

滋

き
ヌ

ミ

ザ

h.

賢

ゐ

灘

,職

鱒

窟

べ
譜
矯
.、一

懸勢

、

認

〆

凶
∴

㌦

ヤ

野

監

,

蟻

戯

ρ

盤　のちお
も

ら

藷

粥ゆぽ

ほ

墾

,
沸

梶
癖
」

げ
げ

レ

{

露
漕藤

汐

で
、:

翻

瓢

驚
「冨

"

苓

'

勤

ド

・澱

野
鐸

～ 懸
講

繍

ヨ

ノ

ま

わゑ

お

っ　

ぼ

り
ほ

タ

ァ

瀧

.
寄

醗

・
議

・

鉾

ゾ
.

漁
　蕪
懲
懸

誓

羅
驚
鰭
瀞

羅
噸

訴

・

謹

縛
.羅
∴

金

慧
耀

　戦
驚
藩

,
・
畷

,
、

酒

∴
廊

避

ギ

罷

騨

距

もワ

ゼ

を

";

、

.

ゴ

聖妥

・

.
鍵

も蘭

'

、

ら

㌣

温
.

.

移

も

,

転

嶺

、
・
廓

郵

'

.

け

ボ

贈

.

残

㌧

曽

轡
転
蟻

ガ

}
ウ

ド

む

も

と
ザ

ド

げ

タ

内

・
・灘

鰐勢

銚

・

内

内

接

㌦

ー

顎
磁.
∵

輸

慶

・璽

審

欝

糊
瞬

ζ

ボ

r
内

サ

訴

き筆

.
瀟
響

㌶

饗

ン

穿

絃

議
脳
ゼ

耐

融
,
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か

に

沢

遺

跡

中
畑
地
区

原
宿

の
東

に
当
り
、

か

に
沢
池

の
下

に

広

が
る
水

田
に
北

面

し
て
、
発

見
さ

れ
た
三

基

の
瓦

窯
跡

で
あ
る
。

こ

の
窯

で
作
業

を
し

た
工
入

の
住
居

る
つ
ぽ

跡
も
発
見

さ

れ
、

こ
こ

で
は
銅

を
製

精
し

た
増
禍

が

か
わ
ら
だ
ま
り

出
土

し
て

い
る
。

瓦

溜

は
住
居

に
接

し

た
と

こ
ろ
に

あ

っ
た
。

こ
こ
か

ら
発
見

さ
れ
た
瓦

は
、
奈

良
時
代

中
期

の
も

の
と
考

え
ら

れ
る
重
弧
文

軒
平

瓦
を

は
じ

へ
ら

め
、

「
寺
」
の
箆

が
き

の
も
の
な
ど
か
ら
、
関
和

久

.
借

宿
遺

跡
と

の
関
連

が
深

い
。

襯激
・

.

,
う

ぬ

へ

∵

鷲

・

曳

ρ

.

.

芝艶
覧

潔
"
.
曜

語

.懲

藤 へ蔑

 

冨

穿

騨

騰

壽

租

L

J

、

域

二

・

酒
き

.

碑

げ

.
駅
峯
　

ず

ロ　

.

解

毒

翼

驚

賦

、・

艶

緊
評
一

無

乙緊

鞠 ・寛

㌫ 盛 軋

げ

・を

疑
ぺ削

み

艦
∵

馨蕪 一
蒙藝
鵬 陵為灘 よ隙 臼

藤聾

鮭

撫
懸親

臥

。

蟻

獅
 

斑
鯉 晶

.鰐譲'『一

驚

.㌧
搬

、..

覧

昌

轟

,

響

∴駆

、
奨

旙

麟

、

・
.、

'
顕

笥罐
療
撫
ヅ

憾

訟
ご
』

ノ

ぬ

ニ
か

.

.驚

・
奏

.
・
㌔
ざ
鑑

撃
醜

㌻

・

鰭

観

へ緩

^
、
,̀
潔

認

ノ
鳩の

 

,欝

軌

噸 憧 職.」■隔縄 民=鰯備 郷

布 目 瓦

煙 出 しにふせ た状 態 で出土 した。

 

麓

磁
》駄

騨 覇_・ 、・
.・

饗曝醗驚 ㌻曳:
、き∵㌻_ノ 榔 緩.評 磁1∵ 帰

かに沢瓦 窯 跡

かに沢瓦窯跡全景

ロ

蟹騨.一
.・}ダ キ ー、 聯 鈴 魅 嘱ごド　 ヨバゆ ゆ ら ア

ゴ ビ メ セお ゐ　ヨ
ず ぽ レ

ピサ ば タ

1} ,凱 廓 窪 、 ザ ダ1∵ ∴ ノ ジ 階
ド 、 瓶 ・ 細

鰻麟 藝
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1

■

ザ

曽

「耐
岬
内

内

曹

ド
昭

ボ

三

,
嚇欄

「

げ

-'
r60}

1'.

曜・ 窟 磯漏-

鳳;

一 ボ ー顧」甑

 

1

ゼ

冒

層律

内

」

雫にげ

町∴
～

・》姦

糠
蝦
議

1一

働

.'

覧丁

「

 

…
「

7

　鎧
●

齢 匹"「
曾層 師 φ

'論.

調

、

ノ

『

鮒}

豊

需

、

・

.
㌦
吟.

噂

り
の

の

一
二

「紳" 謹 ・
K

一

彦

、癬
P

h

噂

『

p'
9

.野

.瀞
考ジ

ゆ
㌦

"一
P
F

三

」

ぼ
ロ

ぼ

働
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